
トヨタ自動車特集

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
成
長
戦
略
の
根
幹
を
担
う
の
が
次
世
代
環
境
車
だ
。
技
術
力
や
車
種
展
開
で
他
社
の
追
随
を

許
さ
な
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

を
中
心
に
全
方
位
の
技
術
開
発
を
加
速
し
て
い
る
。

年
に
は
小
型
Ｈ
Ｖ

専
用
車
、
家
庭
用
電
源
で
充
電
で
き
る
プ
ラ
グ
イ
ン
Ｈ
Ｖ

Ｐ
Ｈ
Ｖ

、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

を
発
売
す
る
計

画
。
米
フ
ォ
ー
ド
モ
ー
タ
ー
と
提
携
し
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
用
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
も
手
を
打
っ
た
。
エ
コ
カ

ー
開
発
競
争
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
ト
ヨ
タ
は
経
営
資
源
を
集
中
投
入
し
て
主
導
権
を
握
り
続
け
る
。

経
営
資
源
を
集
中
投
入

小型ＨＶ専用車の燃費は世界最高水準の
％弱となる見込み（コンセプト車）

次世代環境車、実用化迫る

電
気
利
用
の
本
命
は
Ｐ
Ｈ
Ｖ

プ
リ
ウ
ス
α

共
同
開
発

Ｅ
Ｖ
を
発
売

米
フ
ォ
ー
ド
と
提
携
、

小
型
ト
ラ
ッ
ク
向
け
も

開
発
へ

米
国
で
内
山

田
ト
ヨ
タ
副
社
長

と

キ
ュ
ー
ザ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ド
副
社
長
が
会
見
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Ｅ
Ｖ
は
電
池
の
数
を

減
ら
し
て
価
格
を
抑

え
る
方
針

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
部

品
不
足
に
端
を
発
し
た
減
産

を
解
消
し
、

月
に
生
産
が

正
常
化
し
た
ト
ヨ
タ
。
２
０

１
１
年
度
上
半
期
は
玉
不
足

に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
Ｈ
Ｖ
の

国
内
販
売
は
好
調
だ
。
看
板

車
種
「
プ
リ
ウ
ス
」
は
８
月

末
ま
で
に
１
０
０
万
台
を
突

破
。

年
に
初
代
を
発
売
し

て
以
来
の
大
台
乗
せ
と
な
っ

た
。

　　　　
け
ん
引
役
と
な
っ
た
の
が

「
プ
リ
ウ
ス
α
」
だ
。
実
用

性
の
高
い
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
で

あ
る
こ
と
や
、
Ｊ
Ｃ

モ
ー

ド
で
ガ
ソ
リ
ン
１

当
た
り

・
２

の
燃
費
性
能
が

人
気
を
集
め
、
５
月
の
発
売

直
後
か
ら
約
１
年
の
納
車
待

ち
と
な
る
ほ
ど
。
予
想
を
上

回
る
受
注
に
対
応
す
る
た

め
、
堤
工
場

愛
知
県
豊
田

市

で
は
プ
リ
ウ
ス
の
生
産

を
減
ら
し
て
プ
リ
ウ
ス
α
の

大
増
産
に
入
っ
た
。
エ
コ
カ

ー
減
税
期
限
の

年
３
月
末

ま
で
に
納
車
を
間
に
合
わ
せ

る
べ
く
、
高
水
準
の
生
産
が

続
く
。

　
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

Ｚ
Ｅ
Ｖ
規
制
や
、

年
に
車

の
１

走
行
当
た
り
の
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
１
２
０

、

年
に

に
抑
え
る
欧
州
の
長
期
規

制
な
ど
各
国
で
環
境
規
制
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
応
す
る
に
は
既
存
の
ガ

ソ
リ
ン
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
車
の
改
良
だ
け

で
な
く
、
Ｈ
Ｖ
や
Ｅ

Ｖ
な
ど
の
電
動
車
両

が
不
可
欠
だ
。

　
「
Ｈ
Ｖ
は
普
及
期

か
ら
メ
ー
ン
ス
ト
リ

ー
ム
期
に
移
っ
た
」

と
内
山
田
竹
志
ト
ヨ

タ
副
社
長
は
語
る
。

Ｈ
Ｖ
で
先
行
す
る
ト

ヨ
タ
は
国
内
だ
け
で

は
な
く
世
界
各
地
で

着
々
と
Ｈ
Ｖ
販
売
を

積
み
上
げ
て
い
る
。

８
月
に
は

年
の
Ｈ

Ｖ
世
界
販
売
台
数

を
、
前
年
比

万
台
増
の
１

１
８
万
台
に
拡
大
す
る
計
画

を
主
要
部
品
メ
ー
カ
ー
に
伝

え
た
。
目
標
と
し
て
い
た

年
代
早
期
の
世
界
販
売
１
０

０
万
台
を
い
よ
い
よ
達
成
す

る
。

　
「
従
来
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
Ｈ
Ｖ
の
車
種
を
増
や
し
、

顧
客
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る

条
件
を
い
ち
早
く
整
え
る
」

嵯
峨
宏
英
常
務
役
員

。

車
種
超
の
Ｈ
Ｖ
を
展
開
す

る
ト
ヨ
タ
は

年
１
月
に
高

級
車
「
レ
ク
サ
ス
」
初
の
小

型
Ｈ
Ｖ
「
Ｃ
Ｔ
２
０
０

ｈ
」
、
５
月
に
プ
リ
ウ
ス
α

を
発
売
し
た
。
９
月
に
は
中

型
車
「
カ
ム
リ
Ｈ
Ｖ
」
を
全

面
刷
新
し
、
ミ
ニ
バ
ン
「
ア

ル
フ
ァ
ー
ド
／
ヴ
ェ
ル
フ
ァ

イ
ア
」
で
も
Ｈ
Ｖ
設
定
を
復

活
し
た
。

　

年
初
に
は
小
型
Ｈ
Ｖ
専

用
車
「
ア
ク
ア
」
を
発
売
す

る
。
小
型
車
「
ヴ
ィ
ッ
ツ
」

級
の
車
体
に
Ｈ
Ｖ
を
組
み
合

わ
せ
、
燃
費
は
Ｊ
Ｃ

モ
ー

ド
で

弱
と
世
界
最
高

水
準
を
達
成
す
る
見
込
み
。

価
格
は
プ
リ
ウ
ス
よ
り

万

円
安
い
１
７
０
万
円
前
後
と

見
ら
れ
る
。
抜
群
の
競
争
力

で
ヒ
ッ
ト
は
確
実
だ
。

　
ト
ヨ
タ
は
「
売
れ
筋
の
車

種
に
は
す
べ
て
Ｈ
Ｖ
を
設
定

す
る
」

同

方
針
を
掲
げ

る
。
た
だ
、
現
行
の
Ｈ
Ｖ
シ

ス
テ
ム
で
は
搭
載
す
る
と
割

高
に
な
る
車
種
も
あ
り
、
Ｈ

Ｖ
の
中
期
戦
略
を
実
現
す
る

上
で
は
一
段
の
コ
ス
ト
削
減

が
必
要
だ
。

　

年
に
は
マ
ツ
ダ
に
Ｈ
Ｖ

の
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
を
供
与

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
電

池
な
ど
基
幹
部
品
を
系
列
部

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
マ
ツ
ダ
に

供
給
し
て
部
品
各
社
の
量
販

効
果
を
出
し
「
ト
ヨ
タ
の
Ｈ

Ｖ
の
原
価
低
減
に
つ
な
げ

る
」

内
山
田
副
社
長

考

え
だ
。

　
た
だ
、
量
販
効
果
だ
け
で

な
く
「

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

は

新
技
術
の
開
発
が
肝

要
」
と
嵯
峨
常
務
役
員
は
言

い
切
る
。
部
品
調
達
を
集
約

し
て
発
注
量
を
増
や
し
、
量

販
効
果
を
期
待
す
る
の
で
は

な
く
、
モ
ー
タ
ー
に
使
う
銅

の
量
を
変
え
ず
に
２
倍
の
出

力
を
出
せ
る
技
術
を
開
発
し

て
原
価
を
半
分
に
抑
え
る
の

が
、あ
る
べ
き
姿
だ
と
説
く
。

　
Ｈ
Ｖ
の
基
幹
技
術
を
社
内

に
留
保
し
、
生
産
手
法
ま
で

を
含
め
た
技
術
開
発
や
広
範

な
技
術
領
域
の
連
携
に
強
み

が
あ
る
ト
ヨ
タ
は
「
知
恵
の

勝
負
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
も
負

け
な
い
」

嵯
峨
常
務
役

員

と
自
負
す
る
。
次
期
プ

リ
ウ
ス
の
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
で

現
行
の
原
価
の
半
減
を
目
指

す
な
ど
車
両
の
価
格
を
大
き

く
上
げ
ず
に
済
む
新
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い

る
。

　　　　
環
境
技
術
開
発
で
自
前
主

義
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
ト
ヨ

タ
も
最
近
は
風
向
き
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
８
月
に
は
フ

ォ
ー
ド
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
や

ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ
Ｕ

Ｖ

用
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
共

同
開
発
で
合
意
し
、

年
代

中
に
実
用
化
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
。

　

年
に
は
米
Ｅ
Ｖ
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
テ
ス
ラ
・
モ
ー

タ
ー
ズ
と
も
提
携
し
た
。
テ

ス
ラ
か
ら
は
、
車
載
用
電
池

の
３
分
の
１
ほ
ど
の
コ
ス
ト

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
用
電
池

６
０
０
０
個
超
を
並
列
に
組

み
合
わ
せ
る
と
い
う
開
発
思

想
を
学
ん
で
い
る
。
ト
ヨ
タ

の
Ｈ
Ｖ
は
車
載
用
電
池
を
直

列
に
つ
な
い
で
お
り
、
根
本

か
ら
異
な
る
か
ら
だ
。

　　　　
Ｈ
Ｖ
の
分
野
で
首
位
の
ト

ヨ
タ
の
背
中
を
押
し
た
背
景

に
は
「
米
社
会
に
と
っ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
燃
費
規

制
」

内
山
田
副
社
長

が

あ
る
。
米
政
府
は

年
に
現

在
比
約
２
倍
の
１

当
た
り

・
５

１

当
た
り

に
引
き
上
げ
る
新
燃

費
規
制
を
導
入
す
る
方
針

だ
。

　
一
方
、
ト
ヨ
タ
は
米
市
場

の
約
半
分
を
占
め
る
小
型
ト

ラ
ッ
ク
や
Ｓ
Ｕ
Ｖ
向
け
で

は
、
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

が
遅
れ
気
味
だ
。
大
型
車
特

有
の
積
載
量
や
け
ん
引
力
を

落
と
さ
ず
に
燃
費
を
改
善
す

る
に
は
、
現
行
の
乗
用
車
用

と
は
「
別
方
式
の
シ
ス
テ
ム

も
あ
り
得
る
」

嵯
峨
常
務

役
員

と
い
う
。

　
小
型
ト
ラ
ッ
ク
向
け
は
車

体
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、
エ

ン
ジ
ン
が
主
体
で
モ
ー
タ
ー

が
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す

新
シ
ス
テ
ム
と
な
る
可
能
性

が
高
い
。
「
Ｆ
１
５
０
」
な

ど
で
米
国
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ト
ラ
ッ
ク
市
場
で
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
持
つ
フ
ォ
ー
ド
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
安
価

な
新
シ
ス
テ
ム
を
迅
速
に
開

発
す
る
。
　

　

年
に
は
Ｐ
Ｈ
Ｖ
市
販
や

２
種
類
の
Ｅ
Ｖ
発
売
な
ど
、

ト
ヨ
タ
の
エ
コ
カ
ー
戦
略
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。

「
電
気
利
用
の
本
命
」

内

山
田
副
社
長

と
位
置
付
け

る
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
現
行
の
リ
ー
ス

車
両
の
約
５
０
０
万
円
に
対

し
、
米
国
で
は
３
万
２
０
０

０

２
４
６
万
円

で
発

売
す
る
と
発
表
し
た
。
日
本

で
も
同
様
に
大
幅
に
価
格
を

抑
え
る
見
通
し
だ
。

　
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を
実

現
し
た
の
は
「
電
池
の
量
を

約
４
分
の
１
ほ
ど
に
減
ら
し

た
こ
と
が
大
き
い
」
と
嵯
峨

常
務
役
員
は
説
明
す
る
。
リ

ー
ス
販
売
で
の
顧
客
の
利
用

状
況
を
踏
ま
え
、
高
価
な
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の

数
を
顧
客
が
不
便
を
感
じ
な

い
程
度
ま
で
減
ら
し
た
。
電

池
が
減
れ
ば
顧
客
の
手
に
届

き
や
す
い
価
格
に
な
り
、
充

電
時
間
も
短
く
な
る
。

　
充
電
１
回
当
た
り
の
走
行

距
離
を
短
く
設
定
す
る
代
わ

り
に
、
価
格
を
抑
え
る
考
え

方
は
Ｅ
Ｖ
で
も
同
様
だ
。
ト

ヨ
タ
は

年
に
小
型
車
「
ｉ

Ｑ
」
ベ
ー
ス
と
、
テ
ス
ラ
と

共
同
開
発
す
る
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
Ｒ

Ａ
Ｖ
４
」
ベ
ー
ス
と
い
う
２

種
類
の
Ｅ
Ｖ
も
導
入
す
る
計

画
。
航
続
距
離
は
ｉ
Ｑ
が
１

０
０

、
Ｒ
Ａ
Ｖ
４
が
１

６
０

に
設
定
す
る
。

　
「
何
回
も
Ｅ
Ｖ
ブ
ー
ム
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
廃
れ

る
の
は
充
電
時
間
な
ど
使
い

勝
手
と
価
格
に
問
題
が
あ
る

か
ら
」

嵯
峨
常
務
役

員

。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

勘
案
し
、
ま
ず
は
短
距
離
用

の
車
と
し
て
投
入
す
る
。

　
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

も

年
ま
で
に
市
販
す
る
方

針
だ
。
Ｈ
Ｖ
と
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
核

に
短
距
離
用
は
Ｅ
Ｖ
、
長
距

離
用
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
と
位
置
付

け
、
次
世
代
環
境
車
の
商
品

群
を
整
備
し
て
い
く
。

　
次
世
代
環
境
車
の
多
様
化

に
よ
っ
て
開
発
領
域
は
拡
大

し
て
い
る
。
世
界
の
自
動
車

大
手
は
合
従
連
衡
で
ト
ヨ
タ

を
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
追
い

上
げ
始
め
た
。
ト
ヨ
タ
は
社

内
に
な
い
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
柔
軟
に
外
部
か
ら
も
採
り

入
れ
て
技
術
開
発
力
の
足
場

を
固
め
、
新
時
代
で
も
環
境

技
術
開
発
で
ト
ッ
プ
を
走
り

続
け
る
。


